
＜検討の視点＞
・「知の創造」、「イノベーションの創造」の実現という２つの役割を有する

「知的基盤」を整備することの重要性
・知的基盤の「質」の充実
・知的基盤の整備・発展のための関係機関間の連携強化
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・知的基盤の整備・発展のための関係機関間の連携強化

＜施策の方向性＞
・新たな知的基盤整備計画の策定
・利用者ニーズに応える知的基盤整備推進
・我が国全体での総合的かつ一体的な施策推進
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・利用者ニーズに応える知的基盤整備推進
・我が国全体での総合的かつ一体的な施策推進

１． これまでの経緯等 ●日本の知的基盤整備は欧米と比較し、特に量においてかなりの遅れ
●第２期科学技術基本計画では２０１０年を目途に世界最高水準の整備を求めている

２０１０年までの我が国全体での知的基盤整備を着実に
推進するための具体的方策を策定

知的基盤整備計画 （平成１３年８月） 【知的基盤とは】
広く供用可能とされている、研究用材料（生物遺伝資源等）、
計量標準（標準物質を含む）、計測・分析・試験・評価方法
及びそれらに係る先端的機器、およびこれらに関連する
データベース等

【計画の主な内容】
・知的基盤整備の重点化

・官民の役割分担、体制構築
・国際的な取り組み
・２０１０年の戦略目標

背 景

知的基盤整備計画について （平成１９年９月）

第３期科学技術基本計画を踏まえ、知的基盤整備計画への追加事項等について取りまとめ
【主な追加事項】

・戦略目標への質的観点の追加
・中核的な役割を担う機関等の位置づけ

２． 知的基盤の定義・必要性と今後の検討に向けた基本的視点

３． 知的基盤整備に係るこれまでの主な取組・現状

・知的基盤の概念を整理し、新たな定義の必要性についての検討が必要
・知的基盤は知的創造活動や社会経済活動において幅広く利用されるものであり、今後とも国として

継続的かつ安定的な知的基盤整備の推進が必要
・次期整備計画の検討が必要
・これまでの取組、投資に対する現状評価を踏まえ、多様なユーザに応え、イノベーション創造に資する
優れた成果創出に繋がる「質」の充実を図ることを基本的視点とし、検討を進めていくことが適当

① 研究用材料
・ナショナルバイオリソースプロジェクト等の取組により、国が戦略的に整備することが重要なもの

について体系的な収集、保存、提供を行う体制整備が進展し、体系的、網羅的な研究が発展
・独法等を中心とした取組が進展。全体として保有、提供件数は順調に増加

② 計量標準
・物理標準、標準物質については２０１０年の戦略目標を既に達成
・（独）産業技術総合研究所等を中心とした整備の進展により、国際競争力の強化等に幅広く貢献

③ 計測・分析・試験・評価方法及びそれらに係る先端的機器
・先端計測分析技術、機器開発事業により、世界最先端の研究者ニーズに応えられる世界初の

オンリーワン、ナンバーワンの技術、機器開発を推進
・ライフサイエンス分野で利用される先端計測機器の、国内市場での国内企業シェアは小さく、

依然として海外企業の機器に依存している状況

④ ①から③に関連するデータベース等
・ＤＮＡ配列やタンパク質構造のデータベース化や、統合データベースプロジェクト等の取組により

ライフサイエンス分野データベースの利便性向上を図るための基盤技術開発等が進展
・独法等を中心として、材料物性、人間特性、地質データベースの整備が進展

新たな計画の策定
・今後の継続的な知的基盤整備に向けた計画検討

戦略目標の設定
・４領域（研究用材料、計量標準、計測方法・機器
等、データベース）の継続的かつ安定的な整備

・知の創造及びイノベーション創造に資する重点
領域 設定、領域横断的な取組

・先端計測分析機器の開発及び普及促進、研究
施設等の共用促進

・戦略目標達成に必要とされる「質」の内容明確化
・各領域ごとに明確化された「質」の充実化

知的基盤整備体制の構築・確保
・我が国全体で総合的かつ一体的な施策推進を

実現するための体制確保
・中核的な役割を担う機関を中心とした取組の推進

・知的基盤整備を担う人材の確保、育成
・整備機関やデータ提供者へのインセンティブ付与
・知的基盤整備、維持のための経費確保

利用者ニーズに応える知的基盤の充実・高度化
・ニーズを踏まえた成果の蓄積、データベース整備推進
・研究開発成果データベースの構築、統合化
・既に整備された機器、設備の有効活用促進

国際的取組の推進
・日本発による標準化の推進等、我が国が主導的に
国際連携を進めるための戦略の構築

・知的基盤整備に関する国際的取組への積極的な
参加、貢献、取組主体や責任分担の明確化

４． 知的基盤整備に関連した最近の動向

５． 今後取り組むべき重要事項

研究開発力強化法の施行（平成20年10月）
・国や研究開発法人等が保有する知的基盤を研究者等が利用するために必要な情報提供、供用に必要な

施策を国が講ずること等を規定

第3期科学技術基本計画のフォローアップの実施（平成21年6月 総合科学技術会議）
・ライフサイエンス分野でのプロジェクト進展を高く評価。一方で整備に携わる人材確保に係る課題等を指摘

これまでの取組に係る検証
・計画達成状況の最終フォローアップ

「知的基盤」の概念整理
・「知的基盤」の定義

これまでの取組検証と、
今後の知的基盤整備に
向け取り組むべき重要
事項等の検討

（平成２１年４月～１１月）

知的基盤は、我が国の持続的発展・国民の生活向上のため、知的創造活動や社会経済活動において幅広く利用
されており、科学技術分野における知の創造やイノベーションの創造を図るうえで必要不可欠なもの

今後の知的基盤整備に向けて（今後取り組むべき重要事項）【概要】
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【「知的基盤整備計画」のポイント】

研究用材料（生物遺伝資源等） 計量標準

データベース（上記３領域に関連する計測データ）
・化学物質の安全性データ（約4,500データ（2010年目標））

約2,000（2001）→約5,500（2009） 目標達成
・人間特性データ（45,000データ（2010年目標））

約3,300（2001）→約40,700（2009） 順調に進捗 等

保有数

知的基盤整備計画の進捗状況

○ ２０１０年に世界最高水準の知的基盤整備を目指した戦略目標の達成に向けて順調に進展。
○ 一方、先端計測機器については、国内市場における国内企業の売上シェアは依然として低調であり、ユーザーニーズに対

応した取り組みが課題。

※文部科学省作成

国として重点的かつ主体的に整備すべき知的基盤については、最終的に２０１０年時点で世界最高の水準という目標を達成することとし、整備に際
しては各関係府省庁が連携して取り組むものとする。

【目標の進捗状況】
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○ 主な先端計測・分析機器の国内・国外企業別販売高 （2007年）

2010年目標達成
順調に進捗中

順調に進捗中

中核的機関 理研ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽｾﾝﾀｰの整備例

2010年の目標値
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※（株）アールアンドディ「科学機器年鑑2008」より算出

2010年の目標値
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海外の知的基盤整備状況

※文部科学省調べ（各機関ＨＰ（平成21年9月現在）等調べ）

○ 国内の主要な知的基盤整備機関では整備が順調に進捗し、欧米と遜色の無い水準になりつつある。
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知的基盤整備における課題①

○ 知的基盤整備のための十分な人材が確保されていると回答した大学は１７％、公的研究機関では２３％。

○ 知的基盤整備に携わる専門人材に対する評価方法を取り入れている又は検討中と回答した大学は２８％、公的研究機

関は３７％。

○ 研究者の業績評価において、知的基盤整備についての評価項目を設けている又は検討中と回答した大学は２７％、公的

研究機関においても３６％。
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「知的基盤にかかる体制構築についてのアンケート」（文部科学省調査 平成21年7月）

◆ 知的基盤整備のための人材の確保 ◆ 専門人材に対する評価方法

◆ 研究者の業績評価
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◆ 知的基盤の収集、管理の戦略を決める組織･部署 ◆ 収集、管理にかかる方針･基準 ◆ 他の機関と連携した戦略的な収集

「知的基盤にかかる体制構築についてのアンケート」（文部科学省調査 平成21年7月）

知的基盤整備における課題②

○ 収集・管理の戦略を決める部署・組織について、設置していると回答した大学は２８％、公的研究機関は５０％。

○ 収集・管理にかかる方針や基準を定めていると回答した大学は２８％、公的研究機関は４７％。

○ 各大学・機関の得意領域を中心に、他の機関と連携した戦略的な収集を行っていると回答した大学は３２％、研究機関は６

５％。
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◆ 電子化・データベース化 ◆ 情報公開への課題

「知的基盤にかかる体制構築についてのアンケート」（文部科学省調査 平成21年7月）

知的基盤整備における課題③

○ 研究用材料の所在情報や計測データについて、電子化、データベース化を行っていると回答した大学は３９％、公的研究機

関は７２％。

○ 外部に情報を公開するにあたり、課題となっている点があると回答した大学は７８％、公的研究機関は７８％。
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